
開場・受付13:00　　
開会 13:30　
閉会 16:30（予定）

会　場　ホテル熊本テルサ　テルサホール
熊本市中央区水前寺公園28-51

令和５年1月30日 月

定　員　200名　先着順 当日は全国の方にも視聴いただけるよう
ライブ配信を行います。事前申込制

締切日　1月20日（金）必着

平成 28 年４月の地震、令和２年７月の豪雨により熊本県は甚大な被害に見舞われました。
近年、自然災害は全国各地で激甚化・頻発しており、南海トラフ地震、首都直下地震や
日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震といった大規模地震の発生も切迫しています。
私たちの生命と財産を守るために災害に強い国づくり、地域づくりが重要です。
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■ 開会挨拶   星野 剛士　国土強靱化担当副大臣
　　　　　  蒲島 郁夫　熊本県知事

■ 基調講演『国土強靱化とは～10年の歩みとこれから～』
                    村山 一弥　内閣官房 国土強靱化推進室 次長

■ 個別講演『熊本県の災害対応について
                     ～平成28年熊本地震・令和2年7月豪雨～』
                   岡村 郷司　熊本県知事公室 危機管理監
■ パネルディスカッション
　　　　  『災害に強い地域づくりに向けて　
                     ～多様性を尊重し、変化に柔軟に対応
                     できるコミュニティへ～』

プログラム

松尾 一郎    東京大学 
　　　　　　  大学院情報学環総合防災情報研究センター 
　　　　　　  客員教授　
浅野 幸子   減災と男女共同参画研究推進センター 
　　　　　　  共同代表
　　　　　   早稲田大学 地域社会と危機管理研究所 
　　　　　　  招聘研究員
三谷 泰浩　  九州大学 
　　　　　　  工学研究院附属アジア防災研究センター 
　　　　　　  教授
久我 彰登　  熊本商工会議所 会頭
片岡安祐美  社会人野球クラブチーム監督・タレント
大西 一史　  熊本市長

毛利 聖一　  熊本日日新聞社 役員待遇編集局長
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国土強靱化シンポジウム
in熊本 

国土強靱化シンポジウム
in熊本 

主催：内閣府　共催：熊本県、熊本市、熊本日日新聞社　後援：国土強靱化推進本部

〇新型コロナウイルス感染症対策について・新型コロナウイルス感染症等の影響により中止または無観客
（ライブ配信のみ）での開催となる場合がございます。ライブ配信のみとなった場合は来場予定者にもライブ
配信のご案内をさせていただきます。・発熱や風邪の症状がある方は、参加をお控えください。・マスクを
着用のうえお越しください。

お問い合わせ先
「国土強靱化シンポジウム in 熊本」事務局（熊本日日新聞社 業務推進局  コンテンツ開発部内）
電話　096-361-3347　（平日 10時～17時）

参加ご希望の方は、下記の二次元コードからウェブでお申し込みください。会場参加を
ご希望される方のみ、ハガキでのお申込みも可能です。氏名、郵便番号、住所、電話番号、
職業をご記入のうえ、下記住所にお送りください。

応募受付ホームページ :https://zfrmz.com/vlR0MKtOCGLBRq97IgLr
宛   　先：「国土強靱化シンポジウム in 熊本」係
ハ ガ キ：〒860-8506　熊本市中央区世安1-5-1 
　　　　　　　　　　　　熊本日日新聞社 
　　　　　　　　　　　   業務推進局 コンテンツ開発部 

※会場参加をご希望の方には、「参加証」をお送りいたします。当日受付にて「参加証」をご提示の上、ご入
場いただきます。 ※お車でお越しの場合は、会場駐車場（有料）をご利用ください。 ※ライブ配信をご希望
の方には、ご登録いただきましたアドレス宛にライブ視聴用URLをお送りいたします。 ※応募者の個人情報は、
当シンポジウムの運営にのみ使用します。
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